
令和６年２月22日

18南島原市議会だより No.72

議案番号

議案第１号

件 名 議 決 年 月 日 議決の結果

令和６年 第１回南島原市議会定例会議決一覧

南島原市長及び副市長の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

報告第１号 専決処分の報告について
（南島原市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について） 令和６年３月４日 受　　理

令和６年３月４日報告第２号 専決処分の報告について
（損害賠償の額の決定について） 受　　理

令和６年３月４日報告第３号 専決処分の報告について
（南島原市国民健康保険条例の一部を改正する条例について） 受　　理

令和６年３月４日報告第４号 専決処分の報告について
（南島原市営住宅条例の一部を改正する条例について） 受　　理

令和６年３月４日報告第５号 専決処分の報告について
（南島原市監査委員に関する条例の一部を改正する条例について） 受　　理

令和６年３月４日報告第６号 専決処分の報告について
（南島原市水道事業給水条例の一部を改正する条例について） 受　　理

令和６年３月４日報告第７号 専決処分の報告について
（南島原市風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部を改正する条例について） 受　　理

令和６年３月４日報告第８号 専決処分の報告について
（損害賠償の額の決定について） 受　　理

令和６年３月22日承認第１号 専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度南島原市一般会計補正予算（第９号）） 承　　認

令和６年３月22日議案第２号 南島原市ふるさと応援寄附条例の一部を改正する条例について 原案可決

令和６年３月22日議案第３号 南島原市コミュニティ原城条例の一部を改正する条例について 原案可決

令和６年３月22日議案第４号 南島原市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について 原案可決

令和６年３月22日議案第５号 南島原市漁港管理条例の一部を改正する条例について 原案可決

令和６年３月22日議案第６号 南島原市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について 原案可決

令和６年３月22日議案第７号 南島原市自然環境、景観等と太陽光発電設備設置事業との調和に関する条例の一部を改正
する条例について 原案可決

令和６年３月22日議案第８号 南島原市公共下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決

令和６年３月22日議案第９号 南島原市社会体育施設条例の一部を改正する条例について 原案可決

令和６年３月22日議案第10号 財産の処分について（旧深江学校給食センター） 原案撤回

令和６年３月22日議案第11号 市道路線の廃止及び変更について 原案可決

令和６年３月22日議案第12号 令和５年度南島原市一般会計補正予算（第 10 号） 原案可決

令和６年３月22日議案第13号 令和５年度南島原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

令和６年３月22日議案第14号 令和５年度南島原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

令和６年３月22日議案第15号 令和６年度南島原市一般会計予算 原案可決

令和６年３月22日議案第16号 令和６年度南島原市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

令和６年３月22日議案第17号 令和６年度南島原市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

令和６年３月22日議案第18号 令和６年度南島原市水道事業会計予算 原案可決

令和６年３月22日議案第19号 令和６年度南島原市下水道事業会計予算 原案可決

令和６年３月22日議案第20号 令和５年度南島原市一般会計補正予算（第 11 号） 原案可決

令和６年３月22日報告第９号 専決処分の報告について
（損害賠償の額の決定について） 受　　理

令和６年３月22日諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 答申（適任）

令和６年３月22日諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 答申（適任）

令和６年３月22日諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 答申（適任）

令和６年３月22日同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意

令和６年３月22日同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意

令和６年３月22日同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意

令和６年３月22日閉会中における各委員会の継続調査申出について 決　　定
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賛
否
討
論

採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
う
ち
、

主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
反
対
〕
上
限
を
大
人
７
０

０
円
に
し
て
、
子
供
は
３
０

０
円
の
ま
ま
。
市
長
は
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
ひ
ま
わ
り
と
連
携
し
た

宿
泊
プ
ラ
ン
等
に
よ
り
売
上

げ
を
上
げ
た
い
と
い
う
よ
う

な
答
弁
を
さ
れ
た
。
宿
泊
が

多
く
な
れ
ば
入
湯
税
も
か
さ

む
の
で
、
な
ぜ
子
供
の
上
限

が
３
０
０
円
か
ら
上
げ
な

か
っ
た
の
か
疑
問
も
あ
り
賛

成
し
か
ね
る
。

〔
反
対
〕聖
マ
リ
ア
観
音
像
に

隣
接
す
る
と
こ
ろ
に
ト
イ
レ

を
造
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

が
、
こ
の
予
算
が
執
行
さ
れ

ず
に
繰
り
越
さ
れ
る
と
聞
い

た
。
約
３
千
万
円
の
ト
イ
レ

を
造
る
の
で
は
な
く
、
１
台

４
３
０
万
円
の
自
走
式
ト
イ

レ
を
２
台
置
く
よ
う
に
す
れ

ば
、
予
算
も
要
ら
な
い
、
被

災
地
に
も
貸
す
こ
と
が
で
き

る
。
私
た
ち
も
い
つ
ど
こ
で

ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。

今
ま
だ
建
設
が
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
も
含
め
て
、
当
初

予
定
さ
れ
た
ト
イ
レ
の
建
設

に
は
反
対
し
、
自
走
式
ト
イ

レ
を
買
っ
て
ほ
し
い
。

〔
修
正
動
議
〕
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
４
億
３
，

７
８
６
万
３
千
円
を
削
除
い

た
す
べ
く
所
要
の
修
正
を
す

る
も
の
。
過
去
２
度
に
わ
た

り
本
市
の
将
来
へ
の
負
の
遺

産
と
な
る
懸
念
が
拭
え
な
い

と
の
理
由
で
、
修
正
案
を
提

出
し
い
ず
れ
も
否
決
さ
れ
て

き
た
が
、
市
か
ら
の
完
成
後

の
運
営
に
関
す
る
こ
と
や
集

客
予
想
数
、
そ
の
根
拠
の
説

明
等
を
受
け
た
上
で
な
お
、

建
設
す
る
こ
と
の
み
が
目
的

化
さ
れ
、
こ
の
事
業
が
本
市

の
活
性
化
の
起
爆
剤
に
な
る

と
は
到
底
思
え
な
い
。
中
期

財
政
見
通
し
が
大
変
厳
し
い

中
、
建
設
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。
議
会
議
員
と
し
て
の

将
来
に
わ
た
る
予
算
の
議
決

へ
の
責
任
に
鑑
み
提
出
す
る
。

〔
原
案
に
賛
成
〕
昨
年
の
第

１
回
定
例
会
で
議
会
と
し
て

議
論
を
尽
く
し
た
結
果
、
予

算
が
成
立
し
た
も
の
。
既
に

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
中

で
、
今
回
同
じ
よ
う
な
議
論

を
行
う
こ
と
は
非
常
に
違
和

感
を
覚
え
る
。
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
若
干
の
遅
れ
は
あ

る
も
の
の
、
供
用
開
始
の
時

期
に
影
響
は
な
い
と
聞
い
て

お
り
、
財
源
の
面
で
は
、
事

業
費
の
大
半
が
国
か
ら
の
支

援
が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

市
と
し
て
は
非
常
に
有
利
な

条
件
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
現
時
点
で
事
業
を
中

止
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
事

業
に
投
じ
た
予
算
が
無
駄
に

な
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
以
外
の
事

業
の
財
源
に
も
影
響
が
出
る

の
で
は
な
い
か
。
原
城
周
辺

に
は
マ
リ
ア
像
が
設
置
さ
れ
、

団
体
客
等
も
増
え
て
い
る
。

相
乗
効
果
に
よ
り
、
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
含
む
南

島
原
市
全
体
の
活
性
化
も
期

待
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

〔
原
案
に
賛
成
〕
過
去
２
回

に
わ
た
り
同
様
の
趣
旨
で
修

正
動
議
が
出
さ
れ
た
が
、
既

に
議
会
と
し
て
の
意
思
は
決

定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
実

施
を
認
め
た
と
い
う
こ
と
が

市
民
に
対
し
て
明
確
に
示
さ

れ
て
い
る
。
情
勢
が
大
き
な

変
化
が
な
い
に
も
か
わ
ら
ず
、

同
様
の
理
由
を
も
っ
て
修
正

動
議
を
出
す
こ
と
は
、
事
業

の
実
施
を
い
た
ず
ら
に
阻
害

す
る
要
因
と
な
り
、
市
政
運

営
そ
の
も
の
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
、
さ
ら
に
は
議
会
の
見

識
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

も
の
と
考
え
る
。
世
界
遺
産

原
城
跡
の
価
値
を
高
め
、
さ

ら
に
は
、
本
市
活
性
化
の
起

爆
剤
と
も
な
り
う
る
施
設
。

市
議
会
は
、
今
後
こ
の
施
設

が
順
調
に
整
備
さ
れ
、
供
用

開
始
後
は
、
よ
り
効
果
的
に

活
用
さ
れ
、
市
の
活
性
化
に

結
び
つ
く
よ
う
、
助
言
、
協

力
を
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が

責
務
。

〔
修
正
案
に
賛
成
〕
私
た
ち

が
１
番
大
事
に
し
た
い
の
は

先
の
こ
と
。
２
０
５
０
年
に

は
人
口
２
万
人
を
切
る
と
か
、

働
き
手
が
７
千
人
だ
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

市
の
負
担
に
な
る
こ
う
い
う

建
物
を
建
て
る
の
は
い
か
が

な
も
の
か
。
将
来
的
に
は
負

の
財
産
と
な
る
。
そ
れ
よ
り

も
も
っ
と
自
分
た
ち
の
生
活

に
必
要
な
と
こ
ろ
に
財
源
を

充
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
声
が
非
常
に
多
い
。

〔
原
案
に
賛
成
〕
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
を
造
る
こ
と
は
、

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。

自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
も

併
設
し
て
お
り
、
深
江
の
道

の
駅
、加
津
佐
Ｂ
＆
Ｇ
の
ち
ょ

う
ど
中
間
地
点
で
、
市
の
活

性
化
に
な
る
と
思
う
。
市
外

の
方
か
ら
は
、
そ
の
当
時
の

ま
ま
の
何
も
な
い
状
態
を
見

る
の
が
心
に
感
じ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
ま
た
行
き
た
い
。

た
だ
、
途
中
で
休
憩
す
る
場

所
や
お
土
産
品
を
買
う
場
所

が
な
い
と
い
う
声
を
伺
っ
た
。

負
の
遺
産
で
は
な
く
、
今
後

南
島
原
市
が
今
以
上
に
発
展

し
て
い
き
、
人
口
減
少
対
策

に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い

る
。

【
議
案
第
３
号
】
南
島
原

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
原
城
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

「
議
案
第
15
号 

令
和
６
年

度
南
島
原
市一般
会
計
予

算
」に
お
け
る
修
正
を
求

め
る
動
議
に
つ
い
て

【
議
案
第
12
号
】
令
和
５

年
度
南
島
原
市一般
会
計

補
正
予
算（
第
10
号
）

令和６年第１回定例会で意見が分かれた議案の採決
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佳
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栄
司
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永
池
充
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村
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